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研究成果の概要（和文）：本研究では発話能力の育成に焦点を当てた大規模な英語教育プログラムにおける自動
採点システム導入の可能性を検討した。導入を検討したプログラムは、発話能力の育成に焦点を当てたプログラ
ムであり、学習の対象となる表現が適切に使用できるかどうかを判定するタスクを作成し、このタスクにおける
発話を英語教員が採点し、この点数を予測する発話自動採点システムを開発した。システムの予測精度を検証し
たところ、教師による点数との一致どは74%であった。本研究で提案した枠組みを用いてクラス分け試験および
到達度試験を自動採点システムによって行うことができる可能性は高いと判断した。

研究成果の概要（英文）：We developed an automated scoring system for speech by Japanese learners of 
English and examined its practicality in an English language program. The system assesses the 
students' responses to tasks that were created to elicit the expressions learned in the program. The
 exact agreement is 74% between our system and the human scores.

研究分野： 言語テスト
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１．研究開始当初の背景 
(1) 2006 年には TOEIC SW の運用が開始され、
同時に TOEFL では Speaking Section が導入さ
れた。また、国内の大学入試において、英語
の試験は読解、聴解だけでなく，「話す」、「書
く」技能の試験が取り入れられつつある。こ
のような動向に鑑みて、国内の英語教育の多
くの場面で「話す」、「書く」能力の評価・測
定を導入しようという気運が高まっている
が、これらの能力の評価が取り入れられてい
る試験の例は少ない。理由として、評定者の
訓練を行い、「話す」、「書く」能力を直接評
価する試験を実施する人的、時間的コストが
膨大であることが挙げられる（Clauser, 
Margolis, Clyman、  & Ross, 1997; Zechner, 
Higgins, Xi, & Williamson, 2009）。さらに、訓
練を行っても評定者による評価のぶれがな
くならないこと、信頼性の高い評定者を継続
的に確保する難しさなども「話す」，「書く」
能力の評価が導入されていない理由のひと
つである。また、「話す」、「書く」能力の試
験では，試験が大規模なものであれば、受験
者が即時的なフィードバックを得ることが
できないということもこの種の試験の問題
点として挙げられる。これらの問題点を解決
する方法のひとつとして、自動採点システム
の導入が考えられる。自動採点システムを導
入することによって、この種の試験に関わる
人的、時間的コストが削減でき、ぶれのない
採点が可能となり、即時的なフィードバック
を受検者に与えられる。 
 
(2) 発話能力を直接評価しようとした場合、
いくつかの問題が挙げられる。まず、評定者
の訓練、試験の実施、評価値の分析などに膨
大な人的・時間的コストがかかる。訓練を施
した評定者を継続的に確保することも難し
い。さらに、評定者の導入は評定者間の評価
の不一致という新たな問題を引き起こす。発
話自動採点システムの開発は、この問題を解
決するひとつの手段として提案されている。 
 
(3) 発話自動採点の研究は1990年ごろから発
表され(Bernstein, Cohen, Murveit, Rtischev, & 
Weintraub, 1990）、現在では Versant（Pearson 
Knowledge Technologies, 2011 ）や TOEFL 
Practice Online で利用されている SpeechRater 
(Higgins, Xi, Zechner, & Williamson, 2011; 
Zechner, Higgins, Xi, & Williamson, 2009）など
実用化されているものもある。また，音声認
識技術を利用した英語学習用ソフトウェア
も い く つ か 実 用 化 さ れ て い る
（Akahane-Yamada et al., 2004; Chiu, Liou, & 
Yeh, 2007; Tsai, 2003）。 
 
(4) 研究代表者は、平成 21 年度～22 年度に若
手研究(B)「英語学習者のための韻律自動評価
システムの構築とその評価」（課題番号
21720209）の助成を受け、英語学習者のため
の音読自動採点システムを開発した。イソッ

プ童話の『北風と太陽』をアジア人英語学習
者 101 人が読み上げたものをヨーロッパ言語
参照枠に基づき訓練された英語教師が評価
した。このデータの発話の特徴量と評価値の
関係を検証し、発話の特徴量から評価値を予
測するシステムを構築した。人間の評定者が
付与した評価値とシステムが算出した評価
値を比較したところかなりの精度の一致度
が見られ、音読における自動採点の実用性が
示唆された。 
 
(5) この研究成果をもとに、本研究代表者は、
平成 23 年度～25 年度に基盤研究(C)「英語学
習者の総合的な発話能力を自動評価するシ
ステムの構築とその評価」（課題番号
23520721）の助成を受け、既存のシステムを
発展させ、英語学習者のさまざまな発話を誘
出するタスクを作成し、それらの発話を自動
評価できるシステムの構築を試みた。音読の
自動評価では、主に韻律に焦点を当てた採点
を行ったが、この研究では、発話の適切さや
文法的な誤りも採点の対象とした自動採点
システムの開発を行った。発話誘出タスクの
作成は、ヨーロッパ言語参照枠 (Common 
European Framework of Reference: CEFR)を参
照し、談話完成タスクを基本に翻訳タスクや
読み上げタスクを含めた。このタスクを使用
して、日本人、台湾人、韓国人英語学習者か
ら発話データを収集し、これらの発話に評定
者が評価値を付与し、評価値と発話の特徴量
の関係を検証した。既存データにおける評価
値と発話の特徴量をもとに機械学習で使用
されている分類法を採用し、新たな受検者の
評価値を予測するシステムを構築した。 
 
２．研究の目的 
(1) これらの成果を踏まえ、本研究は、さま
ざまな発話誘出タスクを使用し、発話評価を
予測するシステムの開発を目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究で対象とする英語教育プログラム
は、授業 1 回ごとに受講者が習得すべき表現
が設定されている。そのため、自動採点シス
テムで使用されたタスクは、これら習得すべ
き表現が適切に使用することができるかを
問うタスクである。以下に例を示す。 
 
You (A) want to end your conversation. What 
would you say in the conversation below? 
 
A: (               ). 
B: See you. 
 
このようなタスクを 40 問作成し、63 人の英
語学習者から発話を収集した。未回答の 121
を除き、2399 発話を評価の対象とした。例に
示したようなタスクへの応答を表 1 に示す評
価基準を参照し、評定者が評価した。評価基
準は本研究で独自に作成したものである。 



表 1 
評価基準 
点数 記述 
3 状況に合った表現が使用されている。 

2 意図は理解できるが，状況に合った適

切な表現ではない。 

1 状況に合っていない（状況を理解して

いない） 

 
この評価基準を用いてすべての発話を 3 人の
教員が評価した。評定者による評価のばらつ
きを考慮し、すべての評定者が 3 と評価した
ものを 1、それ以外を 0 とした。14 人の評定
者が発話を評価したが、図 1 に示すように発
話によって異なる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 評定者の分担 
 
また、評定者が評価した発話の 20%は重複し
た発話であり、このデータを利用し評定者内
信頼性を算出し、信頼性の低い評定者の評価
は利用しなかった。その場合も、2 人の評定
者が 3 と評価した発話は 1、それ以外を 0 と
した。 
 
４．研究成果 
(1) これらの項目に関して個別にサポートベ
クターマシンおよびナイーブベイズ分類器
を用いて評価を予測した。5 分割交差検証法
を用いて個々の項目での予測精度を推定し
た。項目により差はあるが、どちらの予測方
法においても平均値は.74 であった。 
(2) 本研究では英語教育プログラムの内容に
沿った発話自動採点システムを開発し、シス
テムの導入可能性を検討した。予測精度をも
とに考えると、本システムは英語教育プログ
ラムにおけるクラス分け試験および到達度
確認試験として導入が可能であると考えた。 
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